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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 50,895 △4.7 △171 ― 19 △98.5 △31 ―
22年3月期第3四半期 53,395 △9.8 1,116 △62.1 1,369 △56.9 710 △59.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △0.53 ―
22年3月期第3四半期 11.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 76,261 51,528 66.2 836.14
22年3月期 80,266 52,632 64.2 854.26

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  50,455百万円 22年3月期  51,558百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
23年3月期 ― 7.50 ―
23年3月期 

（予想）
7.50 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,500 △4.3 2,400 △44.7 2,700 △41.7 1,600 △31.4 26.52



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）2 ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 60,832,771株 22年3月期  60,832,771株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  490,096株 22年3月期  477,721株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 60,349,703株 22年3月期3Q  60,360,406株
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当第３四半期におけるわが国経済は、海外経済の改善などを背景に景気が持ち直していくことが期待さ
れるものの、不安定な為替の動向やデフレの影響などから先行きに不透明感が残っております。 
 当防災業界におきましては、需要低迷が長引き、市場規模が未だ縮小していることなどから厳しい事業
環境が続いております。 
 このような環境のなか、当社グループは積極的な営業活動に努めましたが、当第３四半期における連結
売上高は50,895百万円（前年同期比4.7％減）となりました。 
 売上高の内訳をセグメント別にみますと、火災報知設備は19,165百万円（前年同期比3.4％減）、消火
設備は14,577百万円（前年同期比3.4％減）、保守点検等は13,918百万円（前年同期比9.4％減）、その他
は3,233百万円（前年同期比3.8％増）となりました。 
 利益につきましては、全社で経費削減等に努めたものの、受注環境の厳しさから原価率の悪化が進み、
営業損失は171百万円、経常利益は19百万円、四半期純損失は31百万円となりました。 
  

当第３四半期における総資産につきましては、受取手形及び売掛金7,890百万円の減少を主な要因とし
て、前連結会計年度末に比べ4,005百万円減少し、76,261百万円となりました。 
 負債につきましては、流動負債は2,727百万円の減少、固定負債は173百万円の減少となり、負債合計は
前連結会計年度末に比べ2,901百万円減少し、24,732百万円となりました。 
 純資産につきましては、配当金の支払い等により、前連結会計年度末に比べ1,103百万円減少し、
51,528百万円となりました。 

  

業績予想につきましては、平成23年２月１日付で修正を行っております。詳細につきましては、平成23
年２月１日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。 
 なお、当社グループの売上高は建設業界の影響を受ける部分が多いため、下期、特に第４四半期に集中
する傾向があります。 

  
  

 該当事項はありません。 
  

 ①棚卸資産の評価方法 
当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計

期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 ②固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間
按分する方法によっております。 

 ③税金費用の算定方法 
税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計
算する方法によっております。 
  なお、法人税等調整額に関しては、法人税等に含めて表示しております。 
  

  ①資産除去債務に関する会計基準の適用 
第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日)を適用しております。なお、この変更による損益への影響は軽微であります。 
  

  ②企業結合に関する会計基準の適用 
第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月

26日)、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開
発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に
関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業
会計基準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指
針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,239 18,764

受取手形及び売掛金 18,070 25,960

有価証券 2,000 2,000

商品及び製品 2,661 2,584

仕掛品 1,016 813

原材料及び貯蔵品 3,767 3,752

未成工事支出金 7,412 5,156

その他 2,567 2,188

貸倒引当金 △272 △291

流動資産合計 54,463 60,929

固定資産   

有形固定資産 12,403 9,986

無形固定資産 1,329 1,407

投資その他の資産   

投資有価証券 2,968 2,976

その他 5,270 5,161

貸倒引当金 △173 △195

投資その他の資産合計 8,064 7,942

固定資産合計 21,797 19,336

資産合計 76,261 80,266

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,639 7,982

短期借入金 33 34

未払法人税等 81 1,310

賞与引当金 1,041 2,579

完成工事補償引当金 39 57

工事損失引当金 460 145

その他 9,096 9,010

流動負債合計 18,393 21,120

固定負債   

退職給付引当金 5,351 5,432

役員退職慰労引当金 577 671

負ののれん 8 16

その他 401 391

固定負債合計 6,339 6,513

負債合計 24,732 27,633
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,302 13,302

資本剰余金 12,745 12,745

利益剰余金 24,612 25,551

自己株式 △244 △238

株主資本合計 50,415 51,360

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 117 180

為替換算調整勘定 △78 17

評価・換算差額等合計 39 197

少数株主持分 1,073 1,073

純資産合計 51,528 52,632

負債純資産合計 76,261 80,266
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 53,395 50,895

売上原価 37,534 36,696

売上総利益 15,861 14,199

販売費及び一般管理費 14,745 14,370

営業利益又は営業損失（△） 1,116 △171

営業外収益   

受取利息 37 24

受取配当金 25 25

保険返戻金 64 15

負ののれん償却額 7 7

持分法による投資利益 34 48

その他 180 194

営業外収益合計 351 316

営業外費用   

支払利息 2 2

賃貸費用 43 41

売上割引 － 42

為替差損 28 20

その他 23 16

営業外費用合計 97 124

経常利益 1,369 19

特別利益   

前期損益修正益 － 30

貸倒引当金戻入額 － 17

特別利益合計 － 48

特別損失   

投資有価証券評価損 2 3

固定資産処分損 30 28

特別損失合計 33 31

税金等調整前四半期純利益 1,336 36

法人税等 534 △5

少数株主損益調整前四半期純利益 － 41

少数株主利益 90 73

四半期純利益又は四半期純損失（△） 710 △31
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,336 36

減価償却費 961 1,069

負ののれん償却額 △7 △7

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11 △38

退職給付引当金の増減額（△は減少） △97 △80

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 55 △94

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,821 △1,537

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △5 △17

受取利息及び受取配当金 △63 △50

保険返戻金 △64 △15

支払利息 2 2

持分法による投資損益（△は益） △34 △48

固定資産処分損益（△は益） 30 28

投資有価証券評価損益（△は益） 2 3

売上債権の増減額（△は増加） 8,415 7,853

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,638 △2,614

仕入債務の増減額（△は減少） △3,067 △1,576

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,722 1,980

その他 150 △261

小計 4,887 4,630

利息及び配当金の受取額 68 54

利息の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △1,727 △1,218

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,225 3,463

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △93 △1,809

有価証券の増減額（△は増加） － △2,000

固定資産の取得による支出 △1,833 △3,817

貸付けによる支出 △7 △0

貸付金の回収による収入 52 46

保険積立金の解約による収入 279 16

その他 72 △236

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,530 △7,800

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △1,058 △907

その他 △8 △37

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,066 △944

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △36

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 626 △5,317

現金及び現金同等物の期首残高 16,856 19,479

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,483 14,162
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該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

 
(注)  １  事業区分の方法 

      事業の種類を考慮し、火災報知設備、消火設備、保守点検等、その他に区分しております。 

２  各事業区分に属する主要営業品目 

      火災報知設備：自動火災報知設備・環境監視システム・防火戸、防排煙設備他 

      消火設備    ：各種スプリンクラー設備・泡消火設備・プラント防災設備・トンネル防災設備他 

      保守点検等  ：各種防災設備に係る保守点検および補修業務・防災設備のリース他 

      その他      ：駐車場設備・防犯設備他 

３  「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、第１四 

    半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工 

    事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を適用しており 

    ます。 

    これにより、当第３四半期連結累計期間における「消火設備」の売上高は563百万円増加し、営業利益は 

    107百万円増加しております。 

  

  前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

  全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグ 

  メント情報の記載を省略しております。 

  

  前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日) 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

火災報知設備 
(百万円)

 消火設備  
(百万円)

保守点検等 
(百万円)

その他 
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

  (1) 外部顧客に 
      対する売上高

19,835 15,089 15,356 3,114 53,395 ─ 53,395

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高

36 34 0 151 223 (223) ─

計 19,872 15,123 15,357 3,266 53,619 (223) 53,395

営業利益 844 385 3,032 248 4,510 (3,394) 1,116

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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 (追加情報) 

  第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

  １．報告セグメントの概要 

  当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

  当社グループは、防災事業を中心に事業活動を展開しており、「火災報知設備」、「消火設備」及

び「保守点検等」の３つを報告セグメントとしております。 

  「火災報知設備」は、自動火災報知設備、環境監視システム、防火戸、防排煙設備等の製造販売及

び取付工事を行っております。「消火設備」は、各種スプリンクラー設備、泡消火設備、プラント防

災設備、トンネル防災設備等の製造販売及び取付工事を行っております。「保守点検等」は各種防災

設備に係る保守点検及び補修業務等を行っております。 

  

  ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

(単位：百万円）

 
(注)  １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場設備、防犯設備等を含ん 

    でおります。 

２  セグメント利益の調整額△3,473百万円は全社費用であります。 

    全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

３  セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

【セグメント情報】

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結損益 

計算書計上額 

(注)３火災報知 
設備

 消火設備 保守点検等 計

 売上高

  外部顧客への売上高 19,165 14,577 13,918 47,662 3,233 50,895 ─ 50,895

  セグメント間の内部 

  売上高又は振替高
46 96 0 143 141 285 △285 ─

計 19,212 14,674 13,919 47,805 3,375 51,181 △285 50,895

セグメント利益 358 916 1,752 3,026 275 3,302 △3,473 △171

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

能美防災㈱（6744） 平成23年3月期 第3四半期決算短信

－8－


	サマリー.pdf
	添付資料
	目次.pdf
	2p定性的情報
	3-6p財務諸表
	7-8p注記




